
第２７回　北海道クラブバレーボール連盟　会長杯争奪選手権大会

と　き：平成２２年５月８日（土），９日（日）　

ところ：道立野幌総合運動公園総合体育館他

優勝：大洋部品（北見市）、準優勝：BATTLE（札幌市）、第３位：金八クラブ（札幌市）、ｍａｇｉｃ（札幌市）
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【６人制男子予選ブロック戦　５月８日】
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-Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄコート：野幌運動公園総合体育館、
Ｅ・Ｆコート：江別市民体育館、Ｇコート江別市大麻体育館

大会委員長　大橋 公徳
競技委員長　沓沢 幸一
審判委員長　印藤 智一
総務委員長　津田 良二

【６人制男子決勝トーナメント】
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優　勝
大洋部品
（北見市）
2年連続2回目

（決勝戦戦評）第1セット序盤、大洋部品は１７番玉手のジャンプサーブでリードする。ＢＡＴＴＬＥは３番原のバックアタックで応戦するが、流れを変えることができず、
終盤も大洋部品の速攻が冴えて２５－２１と先取する。第２セット中盤まで一進一退の攻防を展開したが、大洋部品は吉田のサーブポイントから流れを掴みリードし
た。終盤ＢＡＴＴＬＥは３番原にボールを集めたが最後はスパイクをブロックされ、大洋部品が２５－２０と連取し、２年連続２回目の優勝を飾った。


